
県民の皆様こんにちは！ 

 

このページは、私たち薬剤師が薬剤師の目線で、県民の皆様に日々明るく元気な生活を送 

って頂けるよう、お伝えしたいことを掲載していくページです。お薬のことはもちろん、

お薬以外のことでも県民の皆様にとって必要な情報を少しずつ発信していきたいと思いま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

「血圧を測定しましょう」 

 ようやく長かった冬も終わり、雪も解け、自由に外出しやすい時期となりました。 

皆様、「血圧」は定期的に測定していますか？血圧が高いと知らないうちに心臓や脳だけ

でなく、腎臓や体のあちこちの血管に徐々に負担がかかってきますので、定期的なチェッ

クが大切です。今回は血圧の話を少しご紹介させて頂きます。 

 

〇「血圧」とは 

「血圧」は、その名の通り血管にかかっている圧力を意味します。高いほど、血管には負

担がかかります。 

 

〇目標とする血圧は？（高血圧管理・治療ガイドライン２０２５より） 

 

・収縮期血圧（心臓が血液を押し出すときの血圧） １２５以下 

・拡張期血圧（心臓に血液が引き込まれるときの血圧）７５以下 

 

★家庭で測定する血圧は １２５/７５ が目標になりました。 

 

〇血圧が高いとどうなる？ 

血管は、体に酸素と栄養を運ぶとても大事な役割がありますので、詰まったり、破けると

大変です。 

特に脳や心臓、また腎臓の血管にも負担がかかります。 

あまり知られていませんが、高血圧は、糖尿病に次いで人口透析の原因になっているよう

です。 

 

高血圧は自覚症状が基本的にないことが多く、知らないうちに血管への負担が継続してか

かってしまうところが怖いところです。 

 

〇対策について 

できる事を継続的に行う事が大切です。 

 

⓵毎日血圧を測定する習慣をつけることで、血圧の変化を確認できます。 

⓶食事での塩分を摂りすぎないよう意識する。（ラーメン、うどん・そばの汁を残す等） 



⓷血圧の薬を飲んでいる場合は、しっかり継続する。          

⓸健康診断を定期的に受け、医師の判断も仰ぐ。 

 

〇さいごに ～薬局も活用～ 

高血圧の治療は、お薬で比較的安価に治療ができます。健康で活き活きと長生きするため

にも血圧管理が大切です。 

 

薬局でも血圧を測れるところが増えてきていますので、お薬をもらうついでに、測定して

みてもよいと思います。 

 

 

県薬 Web 広報はこれからも、県民の皆様のお役に立てる情報を提供してまいります。今後

知りたいテーマなどございましたら、『青森県薬剤師会事務局』までご一報くださるよう

お願い申し上げます。 

 

 

 


